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は じ め に
私は, eビジネスを中心として, 教鞭をとる
ために, 今春, 本学に奉職した｡ どうも, eビ
ジネスの専門家ということのようである｡
eビジネスという言葉は, “e” と “ビジネス”
との 2つに分けることが出来る｡ eビジネスは,
この組み合わせの造語である｡ はっきりしたこと
は, 私は知らないが, 元来, IBMが言い出した
言葉のようである (これについては, 以下に述べ
る) から, “e” は, エレクトロニクスの意味なの




私は, 昭和 22年の生まれ, いわゆる団塊の世
代一代目である｡ 子供の頃から, 競争, 競争で明
け暮れた｡ そして, 昭和 46年, 正しく, 競争社
会の典型である, 総合商社 『丸紅 (当時, 丸紅飯
田)』 に入社した｡ 商社というものは, 本当に,
面白い働き場所で, 入社以後, 54歳の時に退社
するまで, 30年以上, 本当に楽しく, 仕事をさ






























































eビジネスとは, 言葉を通り “e” に関するビ
ジネスである｡ 従って, “e” が何であるにしろ,
“ビジネス” に意味があるということである｡ と







































































theory of the Long Tail/ロングテール理論
インターネットを利用したネット販売などに




































リス・アンダーソン (Chris Anderson) で,


















































































































るか｣｡ ところが日本では, この後, 特殊な発展
を遂げることになる｡ こういう世界を徹底的に変
えたのが, いわゆるワードプロセッサ専用機の出















































































ば, 新しい言葉を 1度見た時はヒント (線) にな
る｡ 2度見た時は知識 (点) に, 3度見た時は確
信 (面) に, そして 4度見たらそれはあなたの財




















































































































の受け持ちである｡ これは POSシステムで, 完
全に顧客の動向を掴んでいると言うことである｡
例えば, 冬と夏では売れ筋が違う｡ これ位は誰で











































の設立は, 事業計画の作り方は, 資金繰りは｡ こ
れらはかなり専門的な分野になる｡ 専門家と組む
のも 1つの方法であろうが, やはりこつこつと身
















































































































因みに, 現在の, ヤフーの株価は, 43,160 円






























































実施 (2006年 6月時点) しており, 上場時
から株式を保有していた場合, 1株が 8,192
株にまで増えており, その価値は上場初日の
1997年 11月 4日 1株 200万円だったものが,
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ろう｡ 『eホーム』 という概念が一般的になって
いくと思う｡ 『eホーム』 が 『non・eホーム』
に差を付ける社会が到来するということである｡
私の夢
私の夢は学生諸君と一緒に高齢化社会と ICT
技術とを組み合わせた, 社会に喜ばれる新事業の
“江戸川大学モデル版” を立ち上げることである｡
アイディアはある｡
最後にここで, 教師初心者として eビジネス
を始め, 情報関連の教育を担当していくための心
構えを些か述べて, この稿の締めくくりとしたい｡
授業を始めるに当たって専門書を数多く読む機
会を得たが, 素人の私にとってなかなかしっくり
したものに出会うことが少ない｡ 学問の世界でも
先ずは自分自らが理解をし, その上で他の人にも
理解が出来るような学問の書を, 自分の教科につ
いて取り纏めてみたいと考えている｡ いつのこと
になるかは分からないが自分の科目毎に, せめて
一冊は教科書的なものを取り纏めることが出来た
ら幸いである, と決心しているところである｡
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